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年頭のごあいさつ

GS1  Japan　　　　 
（一般財団法人流通システム開発センター）

　  会  長  豊 永 厚 志

　2025年の年頭に当たり謹んでお祝い申し上げます。
　さて、近年わが国では人手不足が大きな社会課題となっています。出生率が
1.20まで低下する一方で、今年は団塊の世代が 75歳を迎え、人口の約 3人
に 1人が 65歳以上となるなど、少子高齢化とそれによる労働人口減少が急速
に進んでいます。
　人手不足が深刻化する中、生産性向上が重要な経営課題となっており、改め
て産業界が手を携え、商慣習をはじめ取引や業務の見直し、システム化などの
対策を抜本的に進めていくことが必要となっています。
　昨年 4月からは、働き方改革の一環としてトラックドライバーにも時間外
労働の上限規制が適用されましたが（いわゆる物流の 2024年問題）、物流の
適正化、生産性向上に向けて荷主や物流事業者などをはじめ国を挙げた取り組
みが行われています。
　当財団が事務局を務める製・配・販連携協議会においても、この対応として
フィジカルインターネット実現に向けた検討が行われており、商品や物流荷姿
を識別する GS1識別コードの整理に加え、改めて商品情報の標準化や情報共
有のあり方、届け先を一意に識別するための標準事業所コードなどの検討も進
められています。
　特に商品情報については、物流を含め取引や業務のベースであるだけでな
く、EC時代を迎えた今日では誰もがネット上で商品を正しく確認、利用でき
ることも求められています。しかし商品情報の伝達・授受は、長年にわたる商
慣習の下、いまだに製配販各社が転記や再入力などを含め個々バラバラの方法
で行っており、取引や業務の省力化、自動化を妨げる一因となっています。
　こうしたことから、当財団では 2022年度より流通業界全体での商品情報の
利用を目指して、「商品情報、登録は１回、利用は皆で」を合言葉に、酒類・
食品業界の㈱ジャパン・インフォレックス、日用品・化粧品業界の㈱プラネッ
トと共同で GS1 Japan 産業横断レジストリーの構築を進めています。この
取り組みは、物流 2024年問題への対応にとどまらず、1978年に JANコー
ド（GTIN）がわが国に導入されて以来のいわば積年の課題の解決に資するも
のであり、経済産業省のご指導や流通に関わる多くの事業者、商品情報を扱う
各種組織のご協力を得ながら、一日も早い制度の実現、定着を図ってまいる所
存です。
　こうした取り組みをはじめ、本年も役職員一同、皆さまのお役に立てるよう
努力してまいりますので、変わらぬご支援ご協力のほどどうぞよろしくお願い
申し上げます。
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　情報志向型卸売業研究会（以下、
卸研）とは、食品、日用雑貨など各
業種の卸売業に共通する情報化の課
題を研究し、情報をフル活用する
「情報志向型」卸売業への発展を図
ることを目的として 1985年に設立
された研究会である。
　去る 2024年 11月 5日に、明治
記念館（東京・港）にて「卸研フォー
ラム 2024」が開催された。卸研研
究委員会の中間報告と、物流の
2024年問題と対策に関する講演、
懇親会が行われ、約 180名の関係
者が集った。

研究委員会　中間報告

　卸研の中で、特に活動の中心とな
るのが「研究委員会」である。研究
委員会には、卸研の正会員と準会員
（卸売業）、賛助会員（システムベン
ダーなど）が参加し、委員自らが検
討テーマを設定した上で、6月から
2月まで、月 1回会合を開催し、研
究活動を行っている。会合に合わ
せ、賛助会員による勉強会も開催さ
れている。
　2024年度は全体テーマを「次世
代卸売業への変革」とし、約 90名
の登録メンバーが、A～ Fの六つ
のグループに分かれて検討を行って
いる（表）。
　2024年度 卸研研究委員会 今村
孝樹座長（カナカン㈱）による冒頭
あいさつ後、各グループの代表者が
中間報告を行った。

　各グループは、過去事例の研究や
課題を深堀し、最終的に取りまとめ
るべき内容の整理を行ってきた。今
後は研究委員会メンバー企業へのア
ンケートなども参考に、検討を進め
ていく。

物流の 2024年問題と対策

　セイノーホールディングス㈱の神
谷敏郎氏およびハコベル㈱の狭間健
志氏による講演では、物流の 2024

年問題の概要やトラック輸送業界を
取り巻く環境についての説明に加
え、課題解決に向けた糸口が提言さ
れた。
　トラックドライバーの時間外労働
の上限規制による輸送力不足や収益
の減少など、物流の 2024年問題は
深刻であり注目度は高い。しかし、
いまだ多くの荷主企業が委託先の状
況を把握できておらず、荷待ちや荷
役作業で長時間トラックドライバー
を拘束してしまっている可能性があ
る。加えて、従来からの商慣習によ

って運賃単価の値上げも容易ではな
い。このまま課題を解消できない
と、荷主企業側としても在庫回転率
の悪化や人的負担の増加などのリス
クが高まってくる。
　セイノーホールディングスとラク
スル㈱のジョイントベンチャーであ
るハコベルでは、いままでマンパ
ワーや熟練者のノウハウ頼りで行っ
ていた作業を、テクノロジーやデジ
タルを駆使して行うサービスを多数
展開している。
　物流課題を 1社のみで解決する
ことは難しい。法改正への対応と効
率化を両立するためにも、同業他社
を含めた複数企業との協業や、テク
ノロジーを駆使し、これまでとは違
う目線で課題解決を図ることが重要
である。
　
　2024年度の研究委員会の成果を
報告するグループ別検討結果発表会
は、2025年 3月 7日に開催予定で
ある。当該発表会は、卸研会員企業
以外にも公開を予定しており、卸売
業が抱える諸課題を解決する一助と
なることが期待される。ぜひ、ご予
定いただきたい。
（RFID・デジタル化推進グループ 　

笹瀬）

卸研フォーラム 2024 開催報告
ー 次世代卸売業への変革に向けた検討 /物流の 2024年問題と対策 ー

写真　会場の様子

A 次世代に向けた卸売業の物流効率化 D 卸売業におけるサイバーセキュリティ対策

B 卸売業の協業と共創 E
卸売業の情報システム部門のあるべき姿
とリスキリング

C 次世代卸売業の DX F 次世代卸売業のデータマネジメント

表　各グループのテーマ
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イオン薬局の DX推進

　近年、調剤薬局を取り巻く環境は
大きく変化している。薬剤師が患者
対応に専念できるよう業務効率化が
求められる一方、調剤報酬の見直し
や人手不足への対応といった課題も
増えている。このような中、多くの
薬局が業務のデジタル化（DX）に
取り組むようになった。
　全国に 270店舗を展開するイオ
ン薬局も、DXに注力している。具
体的には、調剤業務の自動化、電子
お薬手帳の活用、オンライン服薬指
導の導入など、さまざまな施策を実
施中である。今回、大阪府守口市の
イオン薬局大日店を見学する機会を
得たので、その取り組みの一部を紹
介する。

自動入庫払出装置システムの導
入とその効果

　イオン薬局大日店は、月に約
3000枚の処方箋を扱う地域の主要
な薬局である。Becton, Dickinson 

and Company社の自動入庫払出
装置システム「BD Rowa」（以下、
システム）を導入しており、約
1700種類、5000箱の医薬品を在
庫している（写真 1）。このシステ
ムは、2021年 9月に名古屋則武店
で初めて導入され、現在は関東を中
心に 20店舗で運用されている。
　システムの主な特長として、処方
箋情報に基づく自動ピッキングと、
大規模な在庫管理能力が挙げられ
る。人工知能（AI）の技術を搭載
したロボットアームによる正確な作
業により、人的ミスが防止される。
また、天井近くまで保管が可能で、
使用頻度に基づいた最適な配置を自
動的に行う仕組みを備えている。

　医薬品の管理には、GS1標準バー
コードが利用されている。システム
への入庫時に、販売包装に表示され
た GS1データバーを読み取り、
GTIN（Globa l  Trade I tem  

Number）、有効期限、ロット番号
を自動で記録、確認することができ
る。これにより、従来は目視で行っ
ていたチェック作業が自動化され、
業務効率が大幅に向上する。また、
データの正確な記録により、期限切
れのリスクも減少し、安全で信頼性
の高い在庫管理を実現することが可
能となる。

調剤業務の自動化と二重チェック

　イオン薬局大日店では、処方情報
を基に自動でピッキング指示が生成
され、必要な医薬品をシステムが払
い出す。ただし、全ての医薬品がシ
ステムで管理されているわけではな
い。特に使用頻度の高い医薬品につ

いては、従来通り人手によりピッキ
ングを行っている。これは、高頻度
の医薬品は、マニュアルで作業をし
た方が速度と柔軟性において優れて
いるためであり、各医薬品の使用頻
度や特性を分析した結果として採用
されている方法である。
　ピッキングが完了すると、監査工
程に移る。ここでは、GS1データ
バーを読み取り製品を確認する他、
製品ごとに重量をマスタ登録してい
るため、はかりを用いて重量を計測
することで数量をチェックすること
ができる（写真 2）。この二重の確
認プロセスにより、医薬品の安全性
が確保される。さらに、監査後の医
薬品を画像で記録し、患者情報と関
連付けて管理することにより、どの
医薬品がどの患者に渡されたかを後
から追跡することも可能となってい
る。
　また、補充業務においても、

調剤薬局におけるGS1標準バーコード活用事例
ー イオン薬局の業務効率化と安全性向上への取り組み ー

写真 1　自動入庫払出装置システム

4 GS1 Japan News  No.30



GS1データバーが重要な役割を担
う。水剤分注機、散剤調剤ロボッ
ト、自動散薬分包機において、補充
時に GS1データバーを読み取り、
製品確認を行っている。これらの装
置はそれぞれ独立して動作しながら
も、中央のデータベースで在庫情報
が統合管理され、リアルタイムで更
新される。この仕組みにより、補充
作業が効率化され、在庫管理の精度

が向上している。

自動化による成果と将来展望

　システムの導入により、調剤準備
時間が削減された。薬剤師は対人業
務に、より多くの時間を割くことが
でき、服薬指導の充実や患者とのコ
ミュニケーション向上につながって
いる。具体的には、処方意図の確
認、副作用のモニタリング、生活習
慣の改善指導など、より高度な薬学
的管理が可能となった。
　また、新人教育にも大きな効果が
見られた。従来は医薬品の配置を覚
えるだけでも相当な時間を要してい
たが、システムの導入により経験の
浅いスタッフでも正確に業務を遂行
できるようになった。
　医療安全の面では、人的ミスが削
減され、全ての調剤履歴が電子的に
保管されることで、トレーサビリテ
ィが向上した。特に、医薬品の取り

違えや数量間違いといった調剤過誤
のリスクが大幅に低減された。
　今後は、AIの活用による需要予
測の精度向上や、クラウド連携を通
じた多店舗展開、電子処方箋との連
携強化が期待される。特に AIは、
使用傾向の分析や在庫の最適化、処
方内容のチェック機能の強化など、
多岐にわたる可能性を秘めている。
　イオン薬局大日店の事例は、
GS1標準バーコードを活用した業
務効率化が調剤薬局の未来を切り開
く重要な鍵であることを示してい
る。医療の質と安全性の両立を目指
す中で、GS1標準バーコードの活
用は今後さらに重要性を増していく
だろう。
（ヘルスケア業界グループ　芥川）

写真 2　重量監査機

オープンセミナー2025

広げよう活用の輪－GS1で紡ぐより良い医療－

日時：2025 年3 月11 日（火）13：00-17：00
会場：KFC Hall（東京都墨田区横網1-6-1 国際ファッションセンタービル）

および Web同時配信
※※3月14日-4月18日 オンデマンド配信予定

参参加加
無無料料

登壇予定者 ※※順不同

野村 由美子 （厚生労働省 医薬局 医薬安全対策課 課長）

八瀬 文克 （愛知県がんセンター病院 医療安全管理部 医療機器管理室 臨床工学技士）

森實 篤司 （ホスピーグループ腎透析事業部 臨床工学部 統括部長 新生会第一病院）

山中 理 （市立大津市民病院 医薬品情報管理室長）

新井 亮 （イオンリテール㈱ H＆BC本部 調剤部 開発DXグループ システム担当）

辻岡 真 （イオンリテール㈱ 西兵庫事業部 エリア薬剤師）

臼杵 尚志 （香川大学医学部地域医療再生医学講座） ※パネルディスカッション座長

詳細・お申込み
はこちら
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概要

　GS1本部およびアジア太平洋地
域 の GS1 加 盟 組 織（Member  

Organisation、以下、MO）が集ま
るGS1アジア太平洋地域会議 (GS1 

Asia-Pacific Regional Forum、
以下、AP会議 )は、GS1本部の
戦略発表や情報交換を目的として毎
年行われている。2024年は 10月
29日～31日に香港で開催された。
GS1香港は今年で 35周年を迎え
た。会議では、GS1本部や香港政
府関係者、MOからの発表とトレー
ニングが行われ、GS1の戦略や最
新動向を共有した。特に、バーコー
ドの POSレジでの初スキャンから
50年を振り返り、新たな 50年に
向けた GS1本部の戦略が示された
他、製品情報のデジタル化に関し
て、二次元シンボルやデジタル製品
パスポート (DPP)が紹介された。
特別講演では、駐香港・マカオ EU

大使が EUのデジタル化やグリーン
転換について議論した。会議には、
オンライン参加者を含め 150名以
上が参加した。

GS1ヘルスケア関連イベント

　メインのフォーラムに先立ち、
GS1ヘルスケア戦略会議が行われ
た。会議では香港中文大学（以下、
CUHK）メディカルセンター CEO

のHong Fung

氏、Johnson 

& Johnson な
ど各企業の代表
による病院内で
の GS1標準の
利用促進、DX

推進のための講
演やパネルディ
スカッションな
どが行われた。
翌日には CUHKメディカルセン
ターの見学が行われた。CUHKで
は GTINをはじめとする GS1標準
を活用して、トレーサビリティの確
保や、薬剤管理・調達業務の効率化
を実現している。

MOによる事例発表

　各国・地域のMOによる、GS1標
準を活用した事例の発表が行われた。
　その中から GS1韓国の事例を紹
介する。韓国の食品医薬品安全処
（MFDS）では、食品の安全性とト
レーサビリティ向上のために消費者
が原材料、内容量、アレルギー情報
などデジタル化に適応した方法でア
クセスできるよう、GS1 Digital 

Link QRコードを採用した Smart 

Food QR（図 1）の実証実験を行
っている。GS1韓国は MFDSへ
GS1 Digital Link QRコードの採
用を提案しており、2024年 6月
12日にMOU（覚書）を締結した。
また、サムスン電子などの家電メー
カーや小売業のロッテデパートなど
にも追加の参加を呼びかけている。
　その他の発表では、GS1香港に
よる、二次元シンボルを使用したソ
リューションである 1QRの紹介
や、GS1 シ ン ガ ポ ー ル の GS1 

Digital Linkを使った POSのデモ

などが行われた。

小売業における二次元シンボル
の活用例

　香港の大手小売業、PARKnSHOP

は GS1香港と協力して GS1標準
を活用したデジタル化を推進してい
る。その一つの事例が、前述した
1QRの活用である。二次元シンボ
ル（図 2）をスマートフォンアプリ
のカメラで読み取ると商品のブラン
ド、分類、原産国、ブランドオー
ナーの情報やその商品が受けている
製品認証に関する情報などが確認で
きる。
　PARKnSHOPでは多くの取引先
に対し、業界への新しい QRコー
ドの採用を呼びかけている。

　2025年の AP会議は、ベトナム
で開催される予定である。
（データバンクビジネスG 上月）

GS1アジア太平洋地域会議 in 香港
ー GS1香港 35周年、GS1の新たな 50年に向けて ー

写真　会議の様子

図 2　サーモンのパッケージに印字された
二次元シンボル（赤枠）

図 1　Smart Food QR導入前と導入後のパッケージ
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　GS1 Japanは、2024年 4月 22

日 に GLN（Global Location 

Number）と事業者、部門、場所お
よびその所在地などの情報を正確に
登録、管理するために新たなデータ
ベースサービス「GS1 Japan Data 

Bank -事業者・ロケーション情報-」
（以下、GJDB -事業者・ロケーシ
ョン情報 -）の提供を開始した。
　GJDB -事業者・ロケーション情
報 -の機能のさらなる拡充を目指
し、日本より早くから類似サービス
を提供しているスウェーデンとフラ
ンスの GS1加盟組織を 2024年
10月に訪問し、GLNのデータベー
スサービスに関するヒアリングを実
施した。
　本稿では、両国のサービスについ
て紹介する。

My Places （GS1スウェーデン）

　GS1スウェーデンは、2023年 6

月に旧 GLNデータベースを刷新
し、My Placesの提供を開始した
（図 1）。主に公共機関（学校、病院
など）で利用されており、現在、
My Placesには約 8000件のGLN

情報が登録されている。
　My Placesは、MVP（実用最小
限のサービス）として運用されてお
り、利用者からのフィードバックを

基に継続的な改善が進められている。
　旧システムは有償サービスだった
ため登録が進まなかったが、My 

Placesは無料で登録可能であるこ
とから、利用拡大を図っている。

CodeOnline （GS1フランス）

　GS1フランスは、2022年 11月
に旧 GLNデータベースを刷新し、
CodeOnlineの提供を開始した（図
2）。CodeOnlineは主に小売業で
活用されており、約 2500社が利用
し、約 15万 9000件の GLN情報
が登録されている。店舗などの拠点
を識別することを目的とした GLN

の利用が中心となっている。
　システム的なチェックが可能な高
度なマクロが組み込まれた Excel

ファイルを活用した一括ダウンロー
ドおよびアップロード機能を備えて

いる。今後は、より詳細な検索を可
能にするための API開発を進める
予定である。
　また、数年前より、IFS（国際食
品規格）において、食品会社を識別
するために GLNを CodeOnline

に登録することが義務化されてい
る。この登録により製品の信頼性が
保証され、品質管理の観点から非常
に重要な役割を果たしている。
　本取り組みに関する詳細は GS1

フランスのウェブサイト（https://

www.gs1.fr/gln- l identite- 

numerique-votre-entreprise/

votre-code-gln-certificats-ifs-

food-v8）を参照のこと。

所感

　今回の視察では、GS1 Japanが
GJDB -事業者・ロケーション情報 -

の検討時に直面した課題に関する情
報交換や、海外の先進的な取り組み
を直接学ぶことができ、大変有意義
であった。さらに、他国の事例から
将来的な開発の方向性についての多
くのヒントを得た。これらを基に
GJDB -事業者・ロケーション情報-

の改善や機能拡充を検討し、GLN

の普及促進に努めたい。
（データバンクビジネスグループ 

長田）

海外の GLNデータベースの紹介
ー GS1スウェーデンとGS1フランスの取り組み ー

図 1　My Places画面イメージ（トップ画面）

図 2　CodeOnline画面イメージ（検索画面）
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GS1 Japanは、自動認識総合展に協賛、
リテールテックJAPANに特別協力しています

www.gs1jp.org

www.autoid-expo.com/nagoya 検索自動認識総合展名古屋
展示会事務局：株式会社シー・エヌ・ティ
TEL. 03-5297-8855　FAX. 03-5294-0909　E-mail: nagoya@autoid-expo.com

主　催： 　　　　　　一般社団法人日本自動認識システム協会 後　援：経済産業省中部経済産業局、愛知県、名古屋市、名古屋商工会議所
 （一部申請中）

中部経済産業局様による基調講演や生産システム
における自動認識の活用の講演、自動認識の市場
動向、2024年自動認識システム大賞受賞企業によ
る講演など、自動認識技術を活用した最新事例のセ
ミナーを行ないます。

併催事業

名古屋
名古屋市中小企業振興会館（吹上ホール） 
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大　賞 日本電気（株）

優秀賞 画像診断AIを活用した内視鏡資産管理におけるデジタルトランスフォーメーション
富士フイルムメディカル（株）、 （株）ネットレックス、東芝テック（株）

優秀賞 古文書解読サービス 「ふみのは®」
 TOPPAN デジタル（株）、TOPPAN （株）

LiDARを活用した人流計測システム
（株）デンソーウェーブ

産経新聞
社賞

棚定点観測サービス（小売店舗での業務効率化）
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※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。


